
いじめの未然防止対策・早期発見と対応

〈いじめの未然防止対策〉 〈いじめの早期発見と対応〉

いじめの早期発見・学校いじめ防止プログラムの活用

・日常の観察 ※ささいな兆候や懸念、児童からの訴えを

・自尊感情の醸成 ・いじめアンケート 　直ちに全て報告・相談する

・個人面談 ※児童・保護者から「重大事態が生じた」と申し立てが

・保護者からの情報 　あった時は，重大事態が発生したものとして報告

・複数の教師の眼 　調査に当たる

・豊かな情操 （同法第23条1項）

・道徳心の育成

・規範意識の醸成 ※重大事態に関する被害者保護者へ調査を

・情報モラルの育成 事実の確認 　開始する前に調査方針を丁寧に説明する

・担任及び関係者で事実の確認

児童会の活動 ・被害者からの事情聴取 調査結果を

・あいさつ運動 ・加害者からの事実確認 教育委員会へ報告

・いじめ防止月間 （同法第23条第2項）

・いじめ防止標語の取組

・いじめ非行防止サミット参加

重大事態の確認 取組の説明

教育相談の整備 ・生命，心身または財産への ・法に従い取り組んだ内容・結果を

・個人面談体制 　重大な被害が生じた疑い 　保護者に丁寧に説明し，納得を得る

・スクールカウンセラーの活用 ・相当の期間，学校を欠席する

・心の相談員の活用 　ことを余儀なくされてい疑い いじめ問題対策委員会議の開催

・SSWの活用 ・いじめ問題対策委員会の設置

・アンケート内容の見直し （教育委員会・PTA役員・警察等）

・お悩みポスト ・質問票を使った調査等

・事実確認

保護者・地域への啓発 ・必要に応じて公表

・学校便り等での啓発 ・再発防止対策の検討

・HPでの啓発 （同法第14条いじめ問題対策連絡協議会）

・家庭内でのチェック 保護者への報告

・地域からの情報 ・確認した事実の報告 調査結果を教育委員会へ報告

（被害者側・加害者側） （同法第23条2項）

関係機関との連携

・家庭訪問相談員との連携 （同法第23条第3項）

・福祉関係機関との連携 被害者側児童保護者 加害者側児童保護者

・警察との連携 ・児童への手厚いケア ・児童への指導（個別）

・必要に応じて組織編成 ・保護者へ今後の説明，支援 ・保護者への助言

教職員の資質向上 加害児童

・いじめにかかわる研修 再発防止の検討及び徹底 ・必要に応じて別室指導

・体罰禁止の徹底 （組織的・継続的）

（同法第23条第4項）

温かな学級づくり

・人間関係づくりの活動

－　いじめ防止基本方針　4－

道徳教育の充実

体験活動の充実

いじめの疑いあり

いじめの事実なしいじめの事実あり

重大事態

継続的に支援・助言


